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最
上
川
の
舟
下
り
（
山
形
県
戸
沢
村
）

　

土
地
に
つ
け
ら
れ
た
地
名
は
大
切
だ
。
地
域
の
成
り

立
ち
や
特
徴
、
歴
史
の
蓄
積
を
地
名
そ
の
も
の
が
表
し

て
い
る
。
例
え
ば
逆
（
さ
か
）
川
と
名
付
け
ら
れ
た
河

川
は
全
国
に
数
十
あ
る
。
1
0
0
年
に
一
度
は
潮
位
の

上
昇
や
本
流
の
増
水
で
、
川
の
水
が
逆
に
流
れ
て
氾
濫

す
る
か
も
し
れ
な
い
と
、
先
人
が
警
鐘
の
念
を
込
め
て

付
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

栃
木
県
茂
木
町
の
市
街
地
を
流
れ
る
川
も
逆
川
と
い

う
。
昭
和
61
年
8
月
4
日
か
ら
翌
日
未
明
に
か
け
て
栃

木
県
東
部
は
集
中
豪
雨
と
な
っ
た
。
本
流
の
那
珂
川
の

水
位
が
上
昇
し
、
支
流
の
逆
川
が
茂
木
の
市
街
地
に
向

か
っ
て
逆
流
し
た
。
い
わ
ゆ
る
バ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
タ
ー
だ
。

市
街
地
の
大
半
が
1
・
5
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
濁
流
に

の
ま
れ
、
役
場
も
1
階
部
分
が
浸
水
し
た
。
市
街
地
全

体
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。

　

直
前
の
町
長
選
挙
で
、
長
く
続
い
た
町
政
を
転
換
す

べ
く
、
若
手
が
立
候
補
し
「
流
れ
を
変
え
よ
う
！
」
と

声
を
挙
げ
た
。
あ
ま
り
に
真
摯
で
強
い
声
で
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
、
逆
川
が
本
当
に
流
れ
を
変
え
た
、
と
い
う

逸
話
も
あ
る
。
し
か
し
茂
木
町
で
は
こ
れ
を
契
機
に
、

川
と
向
き
合
う
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
。
河
川
の

拡
幅
改
修
、
商
店
街
復
興
、
女
性
た
ち
の
水
質
浄
化
活

動
、
農
村
出
会
い
塾
の
開
講
な
ど
、
多
様
な
ま
ち
づ
く

り
へ
と
展
開
し
た
。

　

今
年
９
月
の
関
東
・
東
北
豪
雨
で
は
茨
城
県
常
総
市

で
鬼
怒
川
が
氾
濫
し
た
。
常
総
市
は
水
海
道
市
と
石
下

町
が
平
成
18
年
に
合
併
し
た
新
市
。
今
回
の
豪
雨
で
破

堤
し
た
地
区
は
旧
水
海
道
市
に
位
置
す
る
。
し
か
し
合

併
後
の
こ
の
地
区
の
住
所
表
示
か
ら
水
海
道
と
い
う
地

名
は
欠
落
し
て
い
る
。
川
や
水
と
は
切
り
離
せ
な
い
意

味
合
い
を
も
っ
た
こ
の
地
名
が
、
合
併
を
契
機
に
消
え

て
し
ま
っ
た
こ
と
が
、
水
へ
の
備
え
を
軽
ん
じ
る
こ
と

に
繋
が
っ
て
い
な
け
れ
ば
い
い
が
。

　

平
成
の
市
町
村
合
併
で
は
多
く
の
地
域
名
が
消
失
し

た
。
合
併
後
の
地
域
内
の
融
和
を
図
る
た
め
と
、
意
識

的
に
旧
来
の
地
名
を
避
け
た
地
域
も
散
見
さ
れ
る
。
ま

た
合
併
時
の
し
が
ら
み
か
ら
、
も
と
の
地
名
と
は
無
関

係
な
名
称
、
平
仮
名
地
名
な
ど
を
付
け
た
と
こ
ろ
も
あ

る
。
平
仮
名
で
は
記
憶
に
残
り
に
く
い
。
元
の
地
名
を

復
活
さ
せ
る
、
せ
め
て
町
丁
名
と
し
て
で
も
残
す
べ
き

だ
ろ
う
。
地
域
の
由
来
や
歴
史
を
体
現
し
て
き
た
地
名

は
、
地
域
の
文
化
財
、
歴
史
へ
の
案
内
人
で
は
な
い
か
。

コラム

地
名
は
歴
史
の
案
内
人
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政 策

１
．
は
じ
め
に

　

新
た
な
国
土
形
成
計
画
（
全
国
計
画
）（
以

下
「
第
二
次
計
画
」
と
表
記
）
及
び
こ
れ
と

一
体
の
も
の
と
し
て
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
第
五
次
国
土
利
用
計
画
（
全
国
計
画
）

を
８
月
14
日
に
閣
議
決
定
し
た
。

　

両
計
画
の
検
討
に
当
た
り
、
国
土
審
議
会

計
画
部
会
に
藤
原
全
国
町
村
会
長
に
ご
参
画

い
た
だ
き
、貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

２
．
課
題
認
識

　

計
画
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
、
人
口
減
少

と
巨
大
災
害
の
切
迫
が
最
重
要
課
題
と
し
て

認
識
さ
れ
た
。
特
に
人
口
減
少
に
関
す
る
課

題
認
識
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

⑴　

�

人
口
減
少
に
関
す
る
緩
和
策
と
適
応
策

　

日
本
の
総
人
口
は
2
0
0
８
年
か
ら
減
少

し
て
お
り
、
長
期
の
動
向
を
み
る
と
、

2
0
5
0
年
に
は
１
億
人
を
、
2
１
0
0
年

に
は
5
千
万
人
を
割
り
込
む
と
推
計
さ
れ

る
。
図
表
１
か
ら
次
の
二
つ
の
事
実
が
確
認

で
き
る
。

①
出
生
率
の
回
復
が
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
、

安
定
人
口
が
多
く
な
る
。

②
早
期
に
出
生
率
が
回
復
し
て
も
、
数
十
年

間
は
人
口
減
少
が
継
続
す
る
。

　

①
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
総
人
口
を
多
く

維
持
す
る
た
め
に
は
一
日
も
早
く
出
生
率
を

回
復
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
早
急
な
取
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○社人研の中位推計（出生率1.35程度で推移）では、 総人口は、2050年では１億人、2100年には5千万人を割り込むまで減少。
○今後20年程度で人口置換水準（2.07）まで出生率が回復した場合には、人口減少のペースは緩やかになり、総人口は2110年
頃から9千5百万人程度で安定的に推移する。
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総人口
（2014年）
12,708万人

合計特殊出生率

（出典）1950年から2013年までの実績値は総務省「国勢調査報告」「人口推計」、厚生労働省「人口動態統計」。推計値は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成24年1月推計）」、厚生労働省「人口動態統計」をもとに国
土交通省国土政策局作成。

（注１）「中位推計」は、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」の中位推計（出生中位、死亡中位） 。その他は同推計の年齢別出生率の仮定値と2013年の生命表による生残率を用いた簡易推計による。（「中位推計」と簡易
推計の乖離率を乗じて調整）。各ケースの値はそれぞれの合計特殊出生率の想定にあうよう出生率仮定値を水準調整して試算。

（注２）「人口置換ケース1（フランスの回復ペース）」：2013年男女年齢（各歳）別人口（総人口）を基準人口とし（合計特殊出生率1.43）、1994～2006年におけるフランスの出生率の変化（1.66から2.00に上昇）の平均年率（0.03）ずつ出生率が
年々上昇し、2035年に人口置換水準（2.07）に達し、その後同じ水準が維持されると仮定した推計。
「人口置換ケース2（日本の回復ペース）」：2013年男女年齢（各歳）別人口（総人口）を基準人口とし（合計特殊出生率1.43）、2005年～2013年における我が国の出生率の変化（1.26から1.43に上昇）の平均年率（0.02）ずつ出生率が
年々上昇し、2043年に人口置換水準（2.07）に達し、その後同じ水準が維持されると仮定した推計。

4,959万人

9,100万人程度

2110年頃
【ケース1】
9,500万人程度
【ケース2】
9,000万人程度
でほぼ安定

人口置換ケース１：1994～2006年のフ
ランスの出生率上昇（1.66→2.00）の
ペースで回復し、2035年に2.07に到達

10,900万人程度

合計特殊出生率

（2013年）1.43
※2014年は1.42

人口置換ケース２： 2005年～2013年の
我が国の出生率上昇（1.26→1.43）の
ペースで回復し、2043年に2.07に到達

9,500万人程度

9,708万人

総人口

合計特殊出生率
（右軸）

若年人口

合計特殊出生率【中位推計】（1.35）

合計特殊出生率（2.07）

10,800万人程度

（千人）

社人研中位推計

（年）

12,808万人
（2008年ピーク）

将来推計人口の動向（出生率回復の場合の試算）図表１

政策解説

国土交通省国土政策局総合計画課長　白石 秀俊　

新たな国土形成計画・�
� 国土利用計画について
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政 策

組
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
（
い
わ
ゆ
る
緩
和

策
）。

　

②
に
つ
い
て
は
、
人
口
減
少
対
策
は
、
出

生
率
回
復
に
向
け
た
取
組
だ
け
で
完
結
す
る

の
で
は
な
く
、
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
の
人
口

増
加
を
前
提
と
し
た
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム

を
、
人
口
減
少
を
前
提
と
し
た
シ
ス
テ
ム
に

変
更
し
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
必

要
が
あ
る（
い
わ
ゆ
る
適
応
策
）。す
な
わ
ち
、

「
人
口
増
加
か
ら
人
口
減
少
へ
」
の
発
想
の

転
換
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
鍵
と
な
る
。

⑵　

二
つ
の
偏
在

　

人
口
減
少
は
、人
口
の
地
域
的
な
偏
在
と
、

構
成
の
偏
在
（
高
齢
化
の
進
展
）
を
も
た
ら

す
。

①
地
域
的
な
偏
在

　

人
口
減
少
は
国
土
全
体
で
均
等
に
起
こ
る

の
で
は
な
く
、
地
域
的
に
差
が
あ
る
（
図
表

２
）。
2
0
１
0
年
に
比
べ
2
0
5
0
年
に

人
口
が
半
分
以
下
に
な
る
地
点
が
人
口
規
模

の
小
さ
い
市
町
村
を
中
心
に
現
在
の
居
住
地

域
の
63
％
を
占
め
る
と
推
計
さ
れ
る
。
人
口

の
半
減
を
前
提
と
し
て
、
そ
れ
で
も
豊
か
な

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
を
ど
う
構

築
し
て
い
く
か
、
地
域
の
構
想
力
が
問
わ
れ

て
い
る
。
第
二
次
計
画
で
は
、
人
口
減
少
社

会
で
の
国
土
構
造
、
地
域
構
造
と
し
て
「
コ

ン
パ
ク
ト
＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
提
示
し
た
。

　

一
方
、
人
口
の
地
域
的
な
偏
在
は
人
口
の

社
会
移
動
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
た
め
、

人
口
の
東
京
一
極
集
中
の
是
正
も
進
め
る
必

要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
、「
地
方
圏
→

東
京
圏
」
の
人
口
移
動
を
減
ら
し
、「
東
京

圏
→
地
方
圏
」
の
人
口
移
動
を
増
や
す
こ
と

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
実
現
す
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
社
会
が
活
力
を
持
っ
て
発
展
す
る

た
め
に
は
人
の
移
動
は
活
発
化
す
べ
き
も
の

で
あ
り
、「
地
方
圏
→
東
京
圏
」
を
減
ら
す

こ
と
よ
り
、「
東
京
圏
→
地
方
圏
」
を
増
加

さ
せ
る
こ
と
に
重
点
を
お
く
こ
と
が
望
ま
し

い
。
人
口
減
少
下
で
も
活
力
あ
る
社
会
を
維

持
し
、
人
が
活
発
に
交
流
す
る
国
土
を
目
指

し
て
、第
二
次
計
画
で
は「
対
流
促
進
型
国
土

の
形
成
」を
国
土
の
基
本
構
想
と
し
て
い
る
。

②
構
成
の
偏
在

　

人
口
構
成
の
偏
在
で
あ
る
高
齢
化
に
つ
い

て
、
高
齢
人
口
は
東
京
圏
に
お
い
て
今
後
急

速
に
増
加
す
る
一
方
で
、
高
齢
化
率
は
三
大

都
市
圏
、
地
方
圏
と
も
上
昇
し
、
一
貫
し
て

地
方
圏
が
高
い
（
図
表
３
）。
高
齢
者
が
急

増
す
る
東
京
圏
で
は
地
域
包
括
ケ
ア
等
に
よ

り
社
会
全
体
で
高
齢
者
を
支
え
る
取
組
が
不

可
欠
で
あ
り
、
地
方
圏
で
は
高
齢
人
口
は
横

ば
い
で
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
を
支
え
る
側
の

人
材
不
足
に
伴
う
支
援
体
制
の
崩
壊
を
ど
う

食
い
止
め
る
か
が
課
題
と
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。
第
二
次
計
画
で
は
医
療
・
介
護
・
福
祉

政
策
と
都
市
・
住
宅
政
策
の
連
携
し
た
取
組
、

共
助
社
会
づ
く
り
等
を
進
め
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

　

な
お
、
地
域
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
人
口

の
構
成
の
偏
在
は
進
む
も
の
の
、
高
齢
者
だ

け
に
配
慮
す
べ
き
で
は
な
く
、
老
若
男
女
、

健
常
者
も
障
害
者
も
、
様
々
な
人
々
が
生
活

し
、
交
流
し
、
活
躍
す
る
場
と
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
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‐48%
‐50%

‐40%

‐30%

‐20%

‐10%

0%

市区町村の人口規模別の人口減少率

19% 44% 35%

増加
2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人口増減割合別の地点数

国土全体での人口の低密度化と地域的偏在が同時に進行（2010年→2050年）

○全国を≪１km２毎の地点≫でみると、人口が半分以下になる地点が現在の居住地域の６割以上を占める
（※現在の居住地域は国土の約５割）。

○人口が増加する地点の割合は約2％であり、主に大都市圏に分布している。
○≪市区町村の人口規模別≫にみると、人口規模が小さくなるにつれて人口減少率が高くなる傾向が見られる。
特に、現在人口１万人未満の市区町村ではおよそ半分に減少する。

【2010年を100とした場合の2050年の人口増減状況】

６割以上（63％）の地点で現在の半分以下に人口が減少

50%以上減少 0%以上50%未満減少

市区町村の人
口規模

人口減少率

全国平均
の減少率
約24％

居住地域の２割が無居住化

（出典）総務省「国勢調査報告」、国土交通省国土政策局推計値により作成。

無居住化

図表２

凡例：2010年比での割合

50％以上減少
（無居住化含む）
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政 策

３
．
国
土
の
基
本
構
想

　

第
二
次
計
画
で
は
、
国
土
の
基
本
構
想
を

「
対
流
促
進
型
国
土
の
形
成
」
と
し
、
こ
れ

を
実
現
す
る
た
め
の
国
土
構
造
、
地
域
構
造

と
し
て
「
コ
ン
パ
ク
ト
＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
提
案
し
て
い
る
。

⑴　

対
流
促
進
型
国
土
の
形
成

　
「
対
流
」
を
「
多
様
な
個
性
を
持
つ
様
々

な
地
域
の
間
で
発
生
す
る
、
ヒ
ト
、
モ
ノ
、

カ
ネ
、
情
報
の
双
方
向
の
活
発
な
流
れ
」
と

定
義
し
、
こ
の
対
流
が
全
国
各
地
で
湧
き
起

こ
る
「
対
流
促
進
型
国
土
の
形
成
」
を
図
る

こ
と
を
基
本
構
想
と
し
た
。

　

人
口
減
少
社
会
で
は
縮
小
均
衡
に
陥
る
可

能
性
が
高
い
た
め
、
地
域
が
個
性
を
磨
き
、

連
携
す
る
こ
と
で
、
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
、

情
報
の
動
き
（
＝
対
流
）
を
活
発
化
し
、
社

会
の
閉
塞
感
を
打
ち
破
っ
て
活
力
の
あ
る
社

会
を
形
成
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。ま
た
、

様
々
な
対
流
が
発
生
す
る
こ
と
で
、
新
た
な

知
恵
が
生
ま
れ
、
新
し
い
取
組
が
始
ま
る
な

ど
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
も
期
待
で
き
、

経
済
成
長
を
支
え
る
国
土
づ
く
り
に
も
資
す

る
も
の
で
あ
る
。

⑵　

コ
ン
パ
ク
ト
＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
「
コ
ン
パ
ク
ト
」
と
は
様
々
な
機
能
を
一

定
の
地
域
に
集
約
す
る
こ
と
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
と
は
コ
ン
パ
ク
ト
に
な
っ
た
機
能
や
居

住
地
域
等
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
あ
る
。
生
活
を

支
え
る
医
療
・
介
護
・
福
祉
、
商
業
、
金
融

等
の
機
能
は
一
定
の
利
用
可
能
人
口
を
前
提

と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
た
め
、
地
域
の
人

口
減
少
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
機
能
が
維
持
で

き
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、

コ
ン
パ
ク
ト
＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
利

便
性
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
な
く
機
能
の
集
約

化
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

コ
ン
パ
ク
ト
＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
抽
象
化

さ
れ
た
概
念
で
あ
り
、
人
口
規
模
等
地
域
の

状
況
に
よ
っ
て
、
地
域
で
の
コ
ン
パ
ク
ト
＋

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
り
方
は
異
な
り
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
て
ア
レ
ン
ジ
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
第
二
次
計
画
で
示
し
た
人
口
規
模

別
の
イ
メ
ー
ジ
を
説
明
す
る
。

①
小
さ
な
拠
点
（
図
表
４
）

　

中
山
間
地
域
等
の
人
口
規
模
が
小
さ
い
地

域
に
お
い
て
は
「
小
さ
な
拠
点
」
の
形
成
を

戦
略
的
に
進
め
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、

各
集
落
に
存
在
す
る
商
店
、
診
療
所
、
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
等
が
人
口
減
少
に
伴
っ
て
廃

業
、
撤
退
す
る
な
ど
生
活
サ
ー
ビ
ス
機
能
が

消
滅
し
、
生
活
の
利
便
性
が
低
下
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
地
域
内
の
基
幹
集

落
に
生
活
サ
ー
ビ
ス
機
能
を
歩
い
て
行
き
来

で
き
る
範
囲
に
集
約
し
、
基
幹
集
落
と
そ
の

他
の
集
落
を
公
共
交
通
等
で
結
ぶ
こ
と
で
、

地
域
の
住
民
の
生
活
を
守
ろ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
な
し
崩
し
的
に
基
幹
集
落
へ
の
機

能
の
集
約
化
が
進
む
こ
と
を
防
ぎ
、
集
約
化

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
、
長
期
的
視
点
を

持
っ
て
計
画
的
、
戦
略
的
に
進
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

　

小
さ
な
拠
点
の
形
成
は
地
域
の
住
民
の
生

活
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
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○高齢人口の指数（2010年＝100）をみると、2050年にかけて東京圏における増加が顕著。
特に80歳以上人口は大幅に増加。

○高齢化率は、全ての圏域において上昇し続け、地方圏が三大都市圏を一貫して上回って推移。

（出典）2040年までは国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（平成25年3月推計）の中位推計。2045年及び2050年は国土交通省国土政策局による試算値。
（注）割合の推移のグラフ中の括弧内は、2010年及び2050年のデータ
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高齢化の急速な進展図表３
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政 策

り
、
周
辺
の
集
落
を
切
り
捨
て
る
も
の
で
は

な
い
。
小
さ
な
拠
点
の
形
成
に
当
た
っ
て
は

こ
の
よ
う
な
点
に
留
意
し
、
地
域
に
お
い
て

丁
寧
に
住
民
の
理
解
を
得
て
、
き
め
細
か
く

議
論
し
、
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

②
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

　

地
方
都
市
で
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の

形
成
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
各
種
機

能
を
駅
等
の
交
通
結
節
点
や
都
市
の
中
心
部

に
集
約
し
、
居
住
地
域
等
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
結
ぶ
こ
と
で
利
便
性
を
高
め
る
も
の
で
あ

り
、富
山
市
の
取
組
が
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

③
連
携
中
枢
都
市
圏

　

地
方
都
市
よ
り
さ
ら
に
人
口
規
模
が
大
き

な
ま
と
ま
り
と
し
て
、「
連
携
中
枢
都
市
圏
」

等
の
経
済
・

生
活
圏
の
形

成
を
進
め
る

こ
と
と
し
て

い
る
。
百
貨

店
や
映
画

館
、
ス
タ
ー

バ
ッ
ク
ス

コ
ー
ヒ
ー
等

の
都
市
機
能

は
圏
域
人
口

と
し
て
30
万

人
程
度
の
人

口
が
必
要
で

あ
る
と
考
え

ら
れ
る
が
、

人
口
減
少
が

進
め
ば
、
圏

域
人
口
30
万

人
を
維
持
で

き
ず
、
こ
れ

ら
の
都
市
機

能
が
消
滅
す

る
お
そ
れ
も

あ
る
。
こ
の

た
め
、
10
万
人
程
度
以
上
の
都
市
に
都
市
機

能
を
集
約
し
つ
つ
、
複
数
の
都
市
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
圏
域
人
口
を

確
保
し
て
都
市
機
能
を
維
持
す
る
連
携
中
枢

都
市
圏
の
考
え
方
を
提
案
し
た
。

④
重
層
的
な
コ
ン
パ
ク
ト
＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

①
か
ら
③
ま
で
に
例
示
し
た
コ
ン
パ
ク
ト

＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
別
々
に
構
築
さ
れ
る
の

で
は
な
く
、
小
さ
な
拠
点
は
地
方
都
市
の
一

部
と
な
り
、
地
方
都
市
が
連
携
し
て
連
携
中

枢
都
市
圏
と
な
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
重
な

り
合
っ
て
国
土
が
形
成
さ
れ
る
。
小
さ
な
拠

点
の
形
成
に
当
た
っ
て
は
、
近
隣
の
地
方
都

市
や
連
携
中
枢
都
市
圏
等
に
お
い
て
コ
ン
パ

ク
ト
化
さ
れ
た
都
市
機
能
と
、
ど
の
よ
う
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
結
ぶ
の
か
に
つ
い
て
も
構

想
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

⑶　

�

都
市
と
農
山
漁
村
の
相
互
貢
献
に
よ
る

共
生

　

都
市
と
農
山
漁
村
は
依
存
関
係
に
あ
り
、

相
互
に
作
用
し
、
貢
献
す
る
こ
と
で
国
土
が

形
成
さ
れ
て
い
る
。
都
市
と
農
山
漁
村
は
、

相
互
貢
献
に
よ
り
共
生
す
る
も
の
と
し
て
そ

れ
ぞ
れ
の
課
題
に
取
り
組
み
、
国
土
全
体
の

発
展
に
つ
な
げ
て
い
く
。

⑷　

�

国
土
の
基
本
構
想
実
現
の
た
め
の
具
体

的
方
向
性

　

国
土
の
基
本
構
想
で
あ
る
「
対
流
促
進
型

国
土
の
形
成
」、「
コ
ン
パ
ク
ト
＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
実
現
に
向
け
た
具
体
的
な
取
組
に
つ

い
て
は
図
表
５
～
７
の
と
お
り
で
あ
る
。

４
．�

国
土
の
利
用
区
分
ご
と
の

規
模
の
目
標

　

第
二
次
計
画
で
示
し
た
国
土
の
基
本
構
想

を
踏
ま
え
、
第
五
次
国
土
利
用
計
画
（
全
国

計
画
）
で
は
図
表
７
の
と
お
り
国
土
の
利
用

区
分
ご
と
の
規
模
の
目
標
を
定
め
た
。
特
に

宅
地
に
つ
い
て
は
、
5
年
後
に
世
帯
数
が
減

少
に
転
じ
る
こ
と
、
都
心
の
低
未
利
用
地
の

利
活
用
が
進
む
こ
と
等
を
想
定
し
、
目
標
を

は
じ
め
て
横
ば
い
と
し
た
。

５
．
お
わ
り
に

　

新
た
な
国
土
形
成
計
画
で
は
人
口
減
少
社

会
に
お
け
る
国
土
の
将
来
像
を
示
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
「
対
流
」
の
原
動
力
は

地
域
の
個
性
で
あ
り
、「
対
流
促
進
型
国
土

の
形
成
」
は
、地
域
自
ら
が
個
性
を
磨
い
て
、

他
の
地
域
と
個
性
の
違
い
を
活
か
し
て
連
携

す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
お
り
、
人
口
減
少

社
会
に
お
け
る
国
土
づ
く
り
の
主
役
は
地
方

で
あ
る
。
国
土
づ
く
り
は
、
全
国
総
合
開
発

計
画
以
来
、
国
が
主
導
し
て
取
り
組
み
、
一

定
の
成
果
を
上
げ
て
き
た
が
、
人
口
減
少
社

会
と
な
っ
た
現
在
、
町
村
を
は
じ
め
と
す
る

地
域
の
皆
様
が
主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
あ
る
。
今
後
と

も
、計
画
の
推
進
を
通
じ
て
、地
域
の
皆
様
が

国
土
を
取
り
巻
く
課
題
や
将
来
像
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
、地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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小学校区など、複数の集落が散在する地域において、商店、診療所などの日常生
活に不可欠な施設・機能や地域活動を行う場所を、歩いて動ける範囲に集め、周辺
集落とコミュニティバス等の交通ネットワークで結ぶことで、人々が集い、交流する
機会が広がっていく、集落地域の再生を目指す取組。

小さな拠点図表４

集落

集落

集落

集落

旧役場庁舎

診療所

郵便・ATM

小学校

ガソリン
スタンド

道の駅

スーパー跡地

コミュニティバス等

「小さな拠点」形成後のイメージ
小さな拠点づくりに併せて
コミュニティバスなどにより
交通手段を確保

旧役場庁舎を公民館、
図書館などに活用

スーパー撤退後の施設を集落コンビニ、
農産物出荷拠点などに活用

廃校舎を保育所、
デイサービスセンター、
体験宿泊施設などに活用

道の駅に特産品直売所、
コミュニティスペースなどを併設
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注) 数値は2013年までは確定値、2014年は推計値
（出典）日本政府観光局（JNTO）

（万人）

個性ある地方の創生 

集落 

集落 
集落 

集落 

公民館・図書館 
診療所 

郵便・ATM 
学校・福祉施設 

館館館館館館館館館館ガソリン 
スタンド 

道の駅 

集落コンビニ・ 
農産物出荷拠点 

コミュニティバス等 

集
集落落落落落落落落落落落落落落落○小さな拠点の形成 ○連携中枢都市圏の形成 

ネットワーク 

コンパクトシティ 

コンパクトシティ 

コンパクトシティ 

グローバルな活躍の拡大 

○知恵を絞って地域の将来像を 
  構造的に考えることが重要 
○地域消費型産業の生産性向上 
○地域資源を活かした産業の強化、

海外展開 
○「地域発イノベーション」の創出、

「起業増加町」の醸成 
○「人の対流」の推進： 
  移住・住み替え、二地域居住 

活力ある大都市圏の整備 
ローカルに輝き、グローバルに羽ばたく国土 

      

      

柏地域医療 
連携セン

ター 

サービス付き 
高齢者向け住

宅 特別養護 
老人ホーム 

○イノベーションを生む創造の場としての機能向上 
○災害に強い大都市圏の形成 
○急増する高齢人口への対応 
○安心して子どもを産み育てるための環境整備 

○海外から投資を呼び込む事業環境の整備 
○アジア・ユーラシアダイナミズムを取り込む

ゲートウェイ機能の強化 
○リニア中央新幹線による 
  「スーパー･メガリージョン」形成の構想づくり 
○日本海・太平洋２面活用型国土の形成 
○２０２０年以後を見通し、 
  観光立国に対応した国土づくり 

＜訪日外国人旅行者数の推移＞ 

新大阪 
名古屋 

品川 連携の 
強化 

連携の 
強化 

［医療・介護・福祉施設］ 
○サービス付き高齢者向け住宅 
○訪問看護ステーション 
○24時間訪問介護事業所 
○小規模多機能型居宅介護事業所 
○在宅療養支援診療所 

 
○豊四季台地域の主治医診療所 
○地域包括支援センター 
○学童保育施設 
○薬局 

都市機能誘導区域 公共交通   

居住誘導区域 

○コンパクトシティの形成 

ナレッジオフィス コラボオフィス 

知的対流拠点の形成による 
イノベーションの創出 

＜ナレッジキャピタル（大阪）＞ 

ナレッジサロン 

新新新新新新新新新新新新新新新新新大

連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連携携携携携携携携携携携携携携携携携携ののののののののの
強強強強強強強強化化化化化化

スーパー・メガリージョン 
の形成 

（出典）ナレッジキャピタルＨＰ 

「医・職・住」近接の 
スマートウェルネス住宅・シティ 

（千葉県柏市豊四季台地区） 

※上記は例示であり、地域の実情に応じて様々な拠点の形があり得る。 

「対流促進型国土」形成のための具体的方向性① 図表５ 

 土地の有効利用と防災・減災を両立 

津波リスクエリア 
土砂災害リスクエリ

ア 

国土基盤の維持・整備・活用 

新技術導入や予防保
全等で山を低くする 

計画的な取組
により平準化 A B 

維
持
管
理
費 

年次 

事後保全型の 
メンテナンスコスト 

縮減・平準化イメージ 
（メンテナンスコスト：A＞B） 

年次 

安全・安心と経済成長を支える国土の管理と国土基盤 

 防災・減災と自然環境の再生を両立 

災害に対し粘り強くしなやかな国土の構築 国土の適切な管理による安全・安心で持続可能な国土の形成 
○ハード対策とソフト対策の適切な組合せ 
○都市の防災・減災対策の推進 
○多重性・代替性の確保による災害に強い国土構造 
○自助、共助とそれらを支える公助の強化 
○東日本大震災の被災地の復興と福島の再生 

○農地・森林の保全と多面的機能の発揮 
○美しい景観や自然環境等の保全・再生・活用 
○低・未利用地、空き家の有効利用 
○複合的な効果と国土の選択的利用 
○多様な主体による国土の国民的経営 

○「ストック効果」の最大限の発揮 
○「選択と集中」の下での計画的な社会資本整備（安全安心インフラ、生活インフラ、成長インフラ） 
○メンテナンスサイクルの構築による戦略的メンテナンス 
○国土基盤を「賢く使う」 
○担い手の確保とインフラビジネスの拡大 

「道の駅」の更なる機能発揮のための取組 

（写真左） 全国モデル「道の駅」とみうら（千葉県南房総市） 

  観光資源（びわ等）をパッケージ化、地域の伝統・文化 
  の継承 

 無電柱化による美しい街並み 

（埼玉県川越市） 

火山ガス観
測 

地磁気観測 

火山観測体制の強化 

道路を賢く使う取組 

「道の駅」の機能：休憩、情報発信、地域連携 
実容量不揃いのイメージ 

構造は片側２車線であるが「サグ部」が存在 

サグ部（勾配の変化部） 

実際に流せる交通容量を表した構造イメージ（実容量１車線） 

実容量の不揃いをなくす（３車線＝実容量２車線） 

「対流促進型国土」形成のための具体的方向性② 図表６ 



　全国町村会では、全国の町村との連携を密にし、町村長と町村職員のみなさんの情報収集の利便
性を向上させるため、町村専用ページ「町村.com」を開設しています。
　「町村 .com」では、全国町村会の活動状況や中央省庁などの政策情報を随時ご提供しているほか、
全国の町村の先進的な取り組み事例をはじめ、各種統計資料など様々なデータも公表しています。
　私どもは、「町村 .com」が町村関係者にとって真に役立つホームページとなることを目指し、こ

れからも充実をはかっていきたいと考えてい
ますので、ご覧になったご感想・ご意見を、下
記のメールアドレスにお寄せください。

kouhou@zck.or.jp

町村専用ページ「町村 .com」をご覧になっていますか

 http://www.zck.or.jp/choson/

・「町村 .com」は、町村関係者の方だけがご利用いただ
ける専用ページです。
  ご覧になる際は、所定のパスワードが必要になります。

・ユーザー名とパスワードは、各町村にお知らせ済み（平
成18年9月27日付）ですが、 お問い合わせは、全国町村会
広報部までメール（kouhou@zck.or.jp）でお願いいたし
ます。
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北海道 

九州圏 

東北圏 

首都圏 

中部圏 

北陸圏 

近畿圏 
四国圏 

中国圏 

沖縄県 

地域の約８割の世帯がＮＰＯの会員となり、旧町民
会館を拠点として多彩な生活サービスを展開 

地域コミュニティの維持・再生 
（ＮＰＯ法人 雪のふるさと安塚（新潟県上越市）） 

地域行事支援（世代間交流） 観光客用施設（地域間交流） 

地域を支える担い手の育成 
国土づくりを支える参画と連携 

共助社会づくり 

横断的な視点 

○地域の教育機関の役割 
○地域内外の人材の育成・活用 
○若者、女性、高齢者、障害者の参画等 

○地域磨きと地域資源を活用した内発的発展 
○地域内循環による資金の確保とソーシャルビジネスの推進 
○多様な主体の連携や「人の対流」の活用による共助社会づくり 

○ＩＣＴ等の技術革新や
イノベーションの導入 

広域地方計画の策定 

「耕すシェフ」研修制度（島根県邑南町） 
沖縄古民家再生職人養成カレッジ 
（ＮＰＯ法人 島の風（沖縄県伊是名村）） 

都市と農山漁村の対流 
 （ NPO法人 えがおつなげて（山梨県 北杜市）） 

復活した棚田から 
生産された純米酒 

間伐材の活用 

国土利用計画との連携 
○国土利用計画法に基づき、国土形成計画と一体

のものとして第五次計画（全国計画）を策定 

（出典） NPO法人えがおつなげてＨＰ 

・平成２７年４月設置 
・学生定員：６０名 
・専任教員：２４名 

高知大学地域協働学部 

（出典） 邑南町より提供 

  平成24年 平成37年 

農        地 455  440  

森      林 2,506  2,510  
原   野   等 34  34  
水面・河川・水路 134  135  
道      路 137  142  
宅      地 190  190  
そ   の   他 324  329  
合      計 3,780  3,780  

国土の利用区分ごとの規模の目標 

○全国計画を踏まえて、８つの広域ブロックごとに、 
  平成２７年度中に計画策定 
○各広域ブロックの自立的な発展と相互の交流・連携 
○各広域ブロックの独自性を活かし、 
  特色ある地域戦略を描く 

○民間活力の活用 ○時間軸の設定 

（万ha） 
国土利用の基本方針 

・適切な国土管理を実現 

・自然環境・美しい景観を
保全・再生・活用 

・安全・安心を実現 

（北海道、沖縄県は、それぞれ北海道総合開発計画及び沖縄振興計画を策定） 

「対流促進型国土」形成のための具体的方向性③ 図表７ 
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緩
や
か
な
景
気
回
復
と
労
働
生
産
性

の
向
上

　

２
０
０
８
年
秋
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
、
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
、
２

０
１
４
年
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
翻
弄

さ
れ
た
日
本
経
済
も
、
穏
や
か
な
景
気
回

復
基
調
に
の
り
、
２
０
１
４
年
の
完
全
失

業
率
は
17
年
ぶ
り
の
低
水
準
と
な
る
平
均

３
・
５
％
、
有
効
求
人
倍
率
も
23
年
ぶ
り

の
高
水
準
と
な
る
１
・
11
倍
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
経
済
成
長
を
持
続
さ
せ
る
た
め

に
は
、長
時
間
労
働
を
見
直
す
な
ど
し
て
、

労
働
生
産
性
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
し
て
い
る
。

人
口
減
少
下
に
お
け
る
地
域
経
済
の

在
り
方

　

こ
こ
か
ら
が
、
４
章
の
内
容
に
な
る
。

　
「
地
方
創
生
」
は
政
府
の
重
要
政
策
で

あ
る
が
、
白
書
は
労
働
の
視
点
か
ら
、
現

在
の
地
域
経
済
を
分
析
し
、
さ
ら
に
い
か

に
地
域
経
済
を
活
性
化
す
べ
き
か
の
提
案

を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
現
状
分
析
で
は
、
地
域
に
お
け
る

「
人
口
動
態
」
と
「
産
業
構
造
」
を
俎
上

に
上
げ
て
い
る
。

　
「
人
口
動
態
」
で
は
、
３
つ
の
人
口
集

積
が
起
こ
っ
て
い
る
。
第
一
に
、
日
本
全

体
を
俯
瞰
し
た
と
き
の
、
東
京
圏
へ
の
人

口
集
積
、
す
な
わ
ち
「
東
京
一
極
集
中
」

が
強
ま
っ
て
い
る
。第
二
に
、地
域
ブ
ロ
ッ

ク
で
見
る
と
、
政
令
指
定
都
市
な
ど
地
域

の
中
核
都
市
へ
の
人
口
集
積
が
見
ら
れ

る
。
第
三
に
、都
道
府
県
単
位
で
見
る
と
、

都
道
府
県
庁
所
在
地
に
人
口
が
集
積
し
て

い
る
。
さ
ら
に
付
け
加
え
る
と
、
若
年
層

の
東
京
圏
へ
の
流
入
数
が
多
く
、
そ
の
た

め
地
方
圏
で
は
よ
り
高
齢
化
が
進
行
し
、

労
働
力
率
（
生
産
年
齢
者
の
う
ち
経
済
活

動
に
参
加
し
て
い
る
人
の
比
率
）
の
さ
ら

な
る
低
下
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　

次
に
「
産
業
構
造
」
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
地
域
の
地
理
、
環
境
、
賦
存
資
源
、
歴

史
的
背
景
に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
地

域
ご
と
に
異
な
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

　

ま
ず
農
林
水
産
業
（
第
１
次
産
業
）
は
、

北
海
道
や
東
北
で
大
き
な
割
合
を
占
め
て

い
る
。
具
体
的
に
は
、
青
森
県
、
高
知
県

を
筆
頭
に
、
岩
手
県
、
山
形
県
、
長
野
県
、

和
歌
山
県
、
鳥
取
県
、
徳
島
県
、
佐
賀
県
、

熊
本
県
、
宮
崎
県
、
鹿
児
島
県
な
ど
が
農

林
水
産
業
に
特
化
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

製
造
業
（
第
2
次
産
業
）
は
、「
京
浜

工
業
地
帯
」
を
有
す
る
南
関
東
や
、「
阪

神
工
業
地
帯
」
を
有
す
る
近
畿
で
は
比
重

が
下
が
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
地
域
で
は

「
脱
工
業
化
」が
進
行
し
て
い
る
。し
か
し
、

滋
賀
県
を
は
じ
め
北
関
東
や
東
海
な
ど
、

広
い
地
域
で
製
造
業
は
大
き
な
比
重
を
し

め
て
い
る
。

　

第
３
次
産
業
の
動
向
は
職
種
に
よ
っ
て

異
な
り
、
一
括
り
に
は
で
き
な
い
。
卸
売
・

小
売
は
全
国
的
に
縮
小
し
て
お
り
、
そ
の

一
方
、
サ
ー
ビ
ス
業
は
拡
大
し
て
い
る
。

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
中
で
、
金
融
・
保
険
、

あ
る
い
は
通
信
事
業
は
首
都
東
京
へ
の
一

極
集
積
が
進
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
以
外
に

つ
い
て
は
、
全
国
一
様
に
広
が
っ
て
お
り
、

特
に
医
療
、
福
祉
に
従
事
す
る
人
の
割
合

は
多
く
の
都
道
府
県
で
10
％
を
超
え
て
い

る
。
医
療
、
福
祉
は
全
国
に
お
い
て
雇
用

厚
生
労
働
省
は
、
９
月
15
日
、「
２
０
１
５
年
版
労
働
経
済
白
書
」
を
公
表

し
た
。「
人
口
減
少
下
に
お
け
る
地
域
経
済
の
在
り
方
」
に
つ
い
て
、
地
域
経

済
活
性
化
の
た
め
に
は
、
産
業
の
労
働
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
、
お
よ
び

労
働
力
率
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
後
者
に
お
い
て
は
60
歳
未
満
の
女

性
の
就
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
施
策
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

白
書
に
は
、「
労
働
生
産
性
と
雇
用
・
労
働
問
題
へ
の
対
応
」
に
つ
い
て
、

少
子
高
齢
化
に
よ
っ
て
労
働
力
が
減
少
す
る
中
、
持
続
的
な
賃
金
上
昇
を
は
か

る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
４
つ
の
章
に
分
け
て
分
析
し
提
案
し
て
い

る
。
第
１
章
は
「
労
働
経
済
の
推
移
と
特
徴
」、
第
２
章
は
「
経
済
再
生
に
向

け
た
我
が
国
の
課
題
」、
第
３
章
は
「
よ
り
効
率
的
な
働
き
方
の
実
現
に
向
け

て
」、
そ
し
て
第
４
章
が
「
人
口
減
少
下
に
お
け
る
地
域
経
済
の
在
り
方
」
で

あ
り
、
本
稿
で
は
第
４
章
の
内
容
を
中
心
に
紹
介
し
て
い
く
。

２
０
１
５
年
版
労
働
経
済
白
書
が
公
表

～
人
口
減
少
下
に
お
け
る
地
域
経
済
の
在
り
方
に
つ
い
て
指
摘
～

政
策
解
説
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の
場
と
し
て
重
要
性
が
高
い
の
で
あ
る
。

県
内
総
生
産
を
高
め
る
た
め
に

　

経
済
の
姿
は
し
ば
し
ば
、「
需
要
」と「
供

給
」
の
合
わ
せ
鏡
で
表
現
さ
れ
る
。
国
民

総
生
産
（
Ｇ
Ｎ
Ｐ
）
と
い
う
供
給
が
な
さ

れ
て
も
、
そ
れ
が
購
入
さ
れ
な
い
と
、
つ

ま
り
需
要
が
な
い
と
デ
フ
レ
に
陥
る
。
経

済
成
長
の
た
め
に
は
、
需
要
を
刺
激
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

白
書
で
は
、
地
域
の
供
給
を
「
県
内
総

生
産
」
と
い
う
指

標
で
表
し
て
い

る
。
ま
た
需
要
を

「
財
貨
・
サ
ー
ビ

ス
の
移
出
入
」「
公

的
支
出
」「
民
間

固
定
資
本
形
成
」

「
民
間
最
終
消
費

支
出
」
な
ど
の
項

目
に
分
類
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
全

国
都
道
府
県
別
に

県
民
一
人
当
た
り

の
県
内
総
生
産
を

算
出
し
、
全
国
平

均
よ
り
も
高
い
自

治
体
、
低
い
自
治

体
の
分
析
を
行
っ

た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
東
京
都
を
は

じ
め
県
民
一
人
当

た
り
の
県
内
総
生

産
が
平
均
よ
り
も

高
い
都
道
府
県
で

は
、い
ず
れ
も「
財

貨
・
サ
ー
ビ
ス
の

移
出
入
」
の
収
支

が
高
い
水
準
に
あ
り
、
平
均
よ
り
も
低
い

都
道
府
県
で
は
低
い
水
準
に
あ
る
。「
財

貨
・
サ
ー
ビ
ス
の
移
出
入
」
と
は
、
物
や

サ
ー
ビ
ス
を
買
っ
た
り
売
っ
た
り
と
い
う

こ
と
で
、「
稼
ぐ
力
」
と
も
言
い
換
え
ら

れ
る
。
産
業
構
造
の
中
で
全
国
平
均
よ
り

も
比
率
が
高
い
、
つ
ま
り
特
化
し
た
産
業

が
あ
れ
ば
、「
財
貨
・
サ
ー
ビ
ス
の
移
出
入
」

は
よ
く
な
り
、
県
民
一
人
当
た
り
の
県
内

総
生
産
も
上
昇
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
北
海
道
、
東
北
、
九
州
の
各
県

と
沖
縄
県
で
は
、「
民
間
最
終
消
費
支
出
」

の
弱
さ
が
県
民
一
人
当
た
り
の
県
内
総
生

産
水
準
を
下
げ
て
い
る
。言
い
か
え
れ
ば
、

県
内
総
生
産
を
上
げ
る
た
め
に
は
県
民
の

消
費
が
拡
大
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ

と
だ
。
さ
ら
に
経
済
水
準
を
上
げ
る
た
め

に
は
、
県
内
の
み
な
ら
ず
県
外
の
、
さ
ら

に
は
海
外
の
需
要
も
取
り
込
む
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
得
意
な
産
業
を
伸
ば
す
こ
と

で
、
県
外
お
よ
び
海
外
の
需
要
の
取
り
込

み
に
繋
が
る
と
し
て
い
る
。

労
働
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る

　

前
項
で
、
経
済
成
長
の
た
め
に
は
、
需

要
が
重
要
で
あ
り
、
県
民
の
消
費
拡
大
が

大
き
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
こ
と
が
述
べ

ら
れ
た
。白
書
で
は
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
、

県
民
一
人
当
た
り
の
可
処
分
所
得
と
県
民

一
人
当
た
り
の
家
計
最
終
消
費
支
出
の
間

0
2
4
6
8
10
12
14
16
（100万円／従業者）①正の相関がみられる産業 

　　　　　　　　業種 係数　　 t 値　　
学術研究，専門・技術サービス業 1.74412 6.26658
不動産業，物品賃貸業 1.22631 5.27067
情報通信業 0.70294 4.87963
金融業，保険業 1.77015 3.93630
運輸業，郵便業 1.57647 3.26554
製造業 0.58632 2.12049
サービス業（他に分類されないもの） 1.26548 2.06970

②負の相関がみられる産業 
　　　　　　　　業種 係数　　 t 値　　
農林水産業 0.54011 7.33142
複合サービス事業 1.00286 6.67369
建設業 2.94689 5.40368
医療，福祉 1.88742 4.35028
鉱業，採石業，砂利採取業 0.27336 2.90545

③統計的に有意な相関がみられない産業 
　　　　　　　　業種 係数　　 t 値　　
卸売業，小売業 1.18731 0.85928
教育，学習支援業 0.37071 0.46159
電気・ガス・熱供給・水道業 0.09437 0.28083
生活関連サービス業，娯楽業 0.12652 0.12091
宿泊業，飲食サービス業 0.08697 0.11420

○　労働生産性の高い産業に特化している地域ほど、労働生産性が高い傾向にある。

資料出所 厚生労働省「毎月勤労統計調査（地方調査）」、内閣府「平成 23 年度県民経済計算」、総務省統計局「平成 22 年
国勢調査」、総務省・経済産業省「平成 24 年経済センサス - 活動調査」をもとに厚生労働省労働政策担当参事官室に
て推計

　　（注） １）労働生産性（左表）は 2011 年度、各産業の特化係数（左表）は 2010 年、各産業の労働生産性（右図）は
2012 年の値を使用。

 ２）労働生産性（左表）＝県内総生産／労働投入量（県内就業者数×労働時間）
 ３）県内総生産は生産側系列の名目値を使用。
 ４）2011 年度の労働時間について、岩手県と福島県は４月、宮城県は４月及び５月のデータが欠落しているため、他の月

の合計を年度換算して試算。
 ５）各産業の労働生産性（右図）＝各産業の付加価値額／各産業の従業者数
 ６）各産業の特化係数＝各都道府県の従業地ごとの産業別就業者シェア／全県計の産業別就業者シェア

【各産業の特化係数と地域の労働生産性（マンアワーベース）の関係】 【各産業の労働生産性（従業者一人当たり）】

■参考　産業特化と地域の労働生産性の関係
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に
は
正
の
相
関
関
係
が
見
ら
れ
る
こ
と
を

確
認
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
収
入
が
上
が

れ
ば
支
出
も
増
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
白
書
は
さ
ら
に
収
入
の
内
容
を
分
析

し
、
都
道
府
県
間
の
所
得
格
差
を
も
た
ら

す
最
も
大
き
な
要
因
は
、
資
産
な
ど
で
な

く
賃
金
の
格
差
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。

　

賃
金
が
上
が
れ
ば
、
買
い
物
が
増
え
、

そ
れ
が
経
済
を
成
長
さ
せ
、
さ
ら
に
賃
金

が
増
え
る
と
い
う
「
正
の
好
循
環
」
を
作

り
出
す
こ
と
が
、
地
域
経
済
活
性
に
は
重

要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
賃
金
上
昇
を
も
た

ら
す
も
の
は
、
労
働
生
産
性
の
高
さ
で
あ

る
と
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
労
働
生
産
性

の
高
い
地
域
ほ
ど
、
一
般
労
働
者
の
平
均

年
収
額
が
高
い
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
ど
う
や
っ
て
労
働
生
産
性

を
上
げ
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
？

　

白
書
で
は
、
ま
ず
人
口
密
度
が
高
い
地

域
ほ
ど
労
働
生
産
性
が
高
い
と
指
摘
し
て

い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

化
」
で
あ
る
。
以
前
の
よ
う
に
郊
外
へ
郊

外
へ
と
拡
大
す
る
の
で
な
く
、
街
の
中
心

街
を
活
性
化
す
る
こ
と
で
、
生
活
の
利
便

性
を
向
上
さ
せ
行
政
コ
ス
ト
を
削
減
で
き

る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
経
営
の
３
大

資
源
で
あ
る
「
ヒ
ト
」「
モ
ノ
」「
カ
ネ
」

が
効
率
的
に
利
用
で
き
、
知
識
の
伝
播
や

情
報
の
共
有
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
。

特
に
、
生
産
と
消
費
が
同
時
に
行
わ
れ
る

サ
ー
ビ
ス
産
業
で
は
、
人
口
密
度
が
高
い

こ
と
が
効
率
化
に
大
き
く
寄
与
す
る
。
ま

た
、
事
業
所
が
点
在
し
て
い
る
よ
り
も
、

集
積
し
て
い
る
ほ
う
が
、
労
働
生
産
性
が

高
ま
る
と
し
て
い
る
。

　

次
に
、
元
々
労
働
生
産
性
の
高
い
産
業

と
い
う
も
の
が
存
在
す
る
。
当
然
、
こ
の

よ
う
な
産
業
に
特
化
し
、
さ
ら
に
、
こ
の

よ
う
な
産
業
が
集
積
す
れ
ば
、
そ
の
地
域

の
労
働
生
産
性
は
お
の
ず
と
高
く
な
る
。

そ
の
産
業
と
は
、
す
な
わ
ち
、
学
術
研
究
、

専
門
・
技
術
サ
ー
ビ
ス
業
、
情
報
通
信
業
、

不
動
産
業
、
物
品
賃
貸
業
、
金
融
業
、
保

険
業
、
運
輸
業
、
郵
便
業
、
製
造
業
、
サ
ー

ビ
ス
業
（
他
に
分
類
さ
れ
な
い
も
の
）
な

ど
で
あ
る
。
労
働
生
産
性
の
低
い
産
業
か

ら
、
こ
れ
ら
の
産
業
に
労
働
者
が
ス
ム
ー

ズ
に
移
動
で
き
れ
ば
、
お
の
ず
と
地
域
の

労
働
生
産
性
は
上
昇
す
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
産
業
構
造
は
、
地
域
特
性

に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
ら

の
産
業
を
急
に
も
っ
て
き
て
も
簡
単
に
根

付
く
わ
け
で
は
な
い
が
、
労
働
生
産
性
を

高
め
る
こ
と
を
考
え
る
場
合
の
ヒ
ン
ト
に

な
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
す
で
に
地
域
特

化
し
て
い
る
産
業
の
労
働
性
を
高
め
る
と

い
う
方
向
性
も
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
そ
の
と
き
、
重
要
に
な
る
の
が
、
労

働
生
産
性
を
高
め
る
３
つ
め
の
視
点
、
人

的
資
源
で
あ
る
。

地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る

人
的
資
源

　
「
ヒ
ト
」「
モ
ノ
」「
カ
ネ
」
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
、経
営
資
源
の
中
で
も
「
ヒ
ト
」

は
筆
頭
に
あ
げ
ら
れ
る
重
要
資
源
で
あ

る
。
白
書
で
は
、
労
働
生
産
性
の
向
上
と

労
働
力
率
の
向
上
の
２
つ
の
視
点
か
ら
、

人
的
資
源
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、
労
働
生
産
性
の
向
上
と
い
う
視

点
か
ら
見
る
と
、
高
等
教
育
機
関
卒
業
人

材
の
集
積
を
進
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
進
学
率
の
向
上
、

雇
用
環
境
の
整
備
、
地
域
を
超
え
た
マ
ッ

チ
ン
グ
、
研
究
環
境
の
整
備
に
よ
る
優
秀

な
研
究
者
の
獲
得
な
ど
の
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

　

以
上
で
、
地
域
経
済
成
長
を
左
右
す
る

労
働
生
産
性
向
上
の
た
め
の
３
つ
の
方
向

性
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
」「
労
働
生

産
性
の
高
い
産
業
の
集
積
」「
高
等
教
育

機
関
卒
業
人
材
の
集
積
」
が
示
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
白
書
は
、
地
域
経
済
成
長
の

た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
働
い
て
い
な
か
っ

た
人
々
の
労
働
参
加
を
進
め
る
こ
と
も
重

要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

少
子
高
齢
化
に
よ
っ
て
生
産
年
齢
人
口

（
15
歳
～
64
歳
）
が
減
っ
て
い
る
こ
と
が
、

経
済
成
長
の
ブ
レ
ー
キ
に
な
っ
て
い
る
面

は
、
否
定
で
き
な
い
。
ま
た
、
家
計
内
で

労
働
参
加
が
進
め
ば
、
世
帯
収
入
が
増
加

し
、
地
域
経
済
格
差
の
縮
小
を
も
た
ら
す

と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
鍵
と
な
る
の
が
、
女
性
と
高

齢
者
の
雇
用
の
拡
大
で
あ
る
が
、
白
書
は

特
に
女
性
の
就
労
支
援
が
重
要
で
あ
る
と

し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
働
い
て
い
る
60

歳
未
満
の
女
性
の
割
合
が
高
い
地
域
は
、

労
働
力
率
（
生
産
年
齢
者
の
う
ち
経
済
活

動
に
参
加
し
て
い
る
人
の
比
率
）
が
高
い

か
ら
で
あ
る
。

　

60
歳
未
満
女
性
が
働
く
割
合
は
、
県
ま

た
は
地
域
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
。
福
井
県

や
石
川
県
の
よ
う
に
割
合
が
高
い
地
域
の

現
状
な
ど
を
分
析
し
、
ま
た
就
業
希
望
の

女
性
が
求
職
活
動
を
行
わ
な
い
最
大
の
理

由
が
「
出
産
・
育
児
の
た
め
」
で
あ
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
白
書
は
①
保
育
所
定
員
を

増
や
す
、
②
長
時
間
労
働
を
見
直
す
、
③

通
勤
時
間
の
短
縮
、
④
親
と
の
同
居
、
⑤

男
性
の
家
事
・
育
児
の
分
担
、
以
上
５
点

を
女
性
雇
用
拡
大
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
あ

げ
て
い
る
。

　

白
書
は
最
後
に
、
子
育
て
世
代
の
女
性

に
と
っ
て
働
き
や
す
い
社
会
を
築
き
、
希

望
す
る
女
性
の
就
労
を
可
能
に
す
る
こ
と

が
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
さ
ら
に
は
国

の
経
済
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
し
て
い

る
。
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下
仁
田
町
の
概
要

　

下
仁
田
町
は
群
馬
県
南
西
部
に
位
置
し
、

信
州
の
山
間
地
と
利
根
川
水
系
の
か
ぶ
ら
川

が
作
り
出
し
た
関
東
平
野
と
の
境
に
位
置
し

ま
す
。

　

西
部
は
山
頂
の
平
ら
な
荒
船
山
、
北
部
は

日
本
三
大
奇
勝
の
一
つ
妙
義
山
な
ど
１
、
０

０
０
ｍ
を
越
す
山
々
が
そ
び
え
、
中
心
市
街

地
は
小
高
い
山
々
に
囲
ま
れ
た
盆
地
か
ら
な

り
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
あ
る
馬
山
地
区

か
ら
関
東
平
野
が
広
が
り
ま
す
。
全
面
積
の

約
85
パ
ー
セ
ン
ト
が
山
林
原
野
で
、「
下
仁

田
ネ
ギ
」
と
「
コ
ン
ニ
ャ
ク
」
を
特
産
物
と

す
る
自
然
豊
か
な
農
山
村
で
す
。

　

一
方
で
、
下
仁
田
町
は
日
本
列
島
誕
生
の

秘
密
を
握
る
地
質
現
象
が
密
集
し
て
い
る
と

い
わ
れ
て
お
り
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
大
地
の

変
動
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
ジ
オ
パ
ー
ク

に
認
定
（
２
０
１
１
年
９
月
）
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
大
地
が
急
峻
な
山
地
や
独
特
の

山
並
み
を
作
り
、
そ
の
地
形
に
よ
っ
て
気
候

が
で
き
、
こ
の
土
地
な
ら
で
は
の
風
土
を
生

み
だ
し
て
い
ま
す
。「
ネ
ギ
」
と
「
コ
ン
ニ
ャ

ク
」
も
こ
の
大
地
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
も
の

で
す
。

　

長
野
と
関
東
を
結
ぶ
街
道
筋
に
位
置
し
、

古
く
は
旧
石
器
時
代
か
ら
人
が
住
み
着
き
、

現地レポート 町村独自のまちづくり

下し
も

仁に

田た

町ま
ち

ジ
オ
パ
ー
ク
と
世
界
遺
産
の
あ
る
町
下
仁
田

～
ジ
オ
パ
ー
ク
に
お
け
る
大
学
連
携
～

群
馬
県
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江
戸
時
代
に
は
、
中
山
道
の
脇わ
き

往お
う

還か
ん

の
宿
場

町
と
し
て
栄
え
た
様
々
な
文
化
が
行
き
交
う

土
地
で
も
あ
り
ま
す
。

　

人
々
も
ま
た
厳
し
い
自
然
環
境
の
こ
の
土

地
で
自
然
を
う
ま
く
利
用
し
な
が
ら
、
産
業

を
発
展
さ
せ
、
歴
史
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し

た
。
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
は
、
鉱
山
、

林
業
、
農
業
な
ど
多
く
の
産
業
が
発
達
し
、

特
に
養
蚕
分
野
の
産
業
遺
産
「
荒
船
風
穴
」

は
、
自
然
が
生
み
出
す
冷
気
を
日
本
最
大
規

模
の
蚕
の
卵
の
保
冷
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
こ
の
風
穴
利
用
が
、
当
時
の
絹
産

業
を
大
き
く
支
え
た
と
し
て
２
０
１
４
年
６

月
に
は
世
界
文
化
遺
産
に
も
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

以
上
の
よ
う
な
工
業
品
を
運
搬
す
る
た
め

に
上
信
電
鉄
の
前
身
で
あ
る
上
野
（
こ
う
ず

け
）
鉄
道
は
日
本
で
二
番
目
に
古
い
地
方
の

民
間
鉄
道
と
し
て
明
治
30
年
に
開
通
し
て
い

ま
す
。

　

下
仁
田
駅
の
す
ぐ
近

く
に
は
当
時
の
繁
華
街

を
思
わ
す
昭
和
レ
ト
ロ

な
町
並
み
が
残
っ
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
下
仁
田
町
で

は
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
増

強
、
地
元
の
人
の
郷
土

愛
の
育
成
、
交
流
人
口

の
増
加
、
さ
ら
に
は
過

疎
化
に
歯
止
め
を
か
け

る
目
的
と
し
て
、
ジ
オ

パ
ー
ク
や
世
界
遺
産
な
ど
の
地
域
資
源
を
活

用
し
た
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
域
資
源
を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り

　

下
仁
田
町
に
は
豊
富
な
自
然
遺
産
が
あ
り

ま
す
が
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
町
づ
く
り

を
始
め
る
10
年
前
に
先
行
し
て
こ
れ
ら
を
教

育
に
活
か
そ
う
と
い
う
取
り
組
み
「
下
仁
田

自
然
学
校
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

下
仁
田
自
然
学
校
は
、
群
馬
大
学
の
教
授

や
県
内
の
教
員
Ｏ
Ｂ
な
ど
自
然
科
学
の
専
門

家
が
中
心
と
な
っ
て
組
織
さ
れ
た
民
間
団
体

で
す
。
開
校
以
降
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
と

と
も
に
、
学
び
あ
う
と
い
う
自
然
科
学
分
野

の
研
究
・
教
育
活
動
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
０
年
に
入
り
、
日
本
各
地
で
地
質

資
源
を
観
光
に
活
か
し
た
「
ジ
オ
パ
ー
ク
」

の
取
り
組
み
が
盛
ん
に
な
り
、
下
仁
田
町
で

も
本
格
的
な
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
体
制
を
つ
く

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
目
標
の
中
で

は
「
持
続
可
能
な
地
域
開
発
」
と
う
た
っ
て

お
り
、
地
域
に
根
付
い
た
推
進
活
動
を
進
め

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
４

年
に
は
、市
民
団
体
「
荒
船
風
穴
友
の
会
（
会

員
数
約
６
０
０
人
）」「
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
下

仁
田
応
援
団
（
会
員
数
約
１
２
０
人
）」
が

発
足
し
、
地
域
一
丸
と
な
っ
た
町
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
活
動
と

大
学
連
携

①
教
育
活
動
と
し
て
の
大
学
連
携

　

下
仁
田
自
然
学
校
で
は
、
開
校
以
降
様
々

な
教
育
・
普
及
活
動
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
そ
の
中
の
ひ
と
つ
、
下
仁
田
町
と
共
催

で
行
な
っ
て
い
る
「
夏
の
子
ど
も
自
然
探
検

教
室
」
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　

探
検
教
室
は
教
員
志
望
の
大
学
生
を
案
内

役
に
、
公
募
で
集
ま
っ
た
小
中

学
生
と
１
泊
２
日
の
自
然
探
検

を
す
る
企
画
で
、
年
に
一
度
開

催
し
て
い
ま
す
。
教
員
志
望
の

大
学
生
は
、
主
に
自
然
学
校
の

後
援
会
員
で
も
あ
る
大
東
文
化

大
学
と
都
留
文
科
大
学
の
教
授

が
学
生
に
呼
び
か
け
て
集
ま
り

ま
す
。

　

探
検
教
室
の
内
容
は
、
大
学

生
、
子
ど
も
た
ち
、
大
人
（
ス

タ
ッ
フ
）
の
３
者
が
そ
れ
ぞ
れ

班
毎
に
分
か
れ
て
、
そ
こ
で
初

め
て
顔
を
合
わ
せ
た
メ
ン
バ
ー

△
�

連
携
協
定
を
結
ん
だ
高
崎
商
科
大
の
学
生
と
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

下
仁
田
応
援
団（
お
そ
ろ
い
の
ベ
ス
ト
を
着
て
い
る
の
が
応
援
団
）

△
�

レ
ト
ロ
モ
ダ
ン
な
雰
囲
気
漂
う
下
仁
田
の

町
並
み

△�

世
界
遺
産　

荒
船
風
穴
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と
「
川
の
探
検
」「
く
ら
や
み
探
検
」「
早
朝

の
森
探
検
」「
山
の
探
検
」
を
通
じ
、
下
仁

田
の
自
然
散
策
を
楽
し
み
ま
す
。

　

合
宿
の
中
で
は
、
初
日
に
は
水
に
入
る
の

を
怖
が
っ
て
い
た
子
ど
も
が
、
翌
日
の
沢
歩

き
で
は
率
先
し
て
水
に
入
ろ
う
と
す
る
一
面

や
、初
対
面
で
無
口
だ
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、

探
検
終
盤
に
は
上
級
生
が
下
級
生
の
面
倒
を

み
て
あ
げ
る
一
面
な
ど
様
々
な
変
化
が
現
れ

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
よ
り
一
層
楽
し
い
思

い
出
作
り
、
さ
ら
に
は
心
境
の
変
化
に
は
年

齢
の
近
い
大
学
生
の
参
加
が
大
き
く
影
響
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
長
年
探
検
教
室
に
参
加

し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
が
高
校
生
・
大
学
生

と
な
り
、
実
際
に
子
ど
も
た
ち
を
案
内
す
る

立
場
と
し
て
参
加
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
地

域
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
担
い
手

と
し
て
こ
れ
か
ら
も
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と

に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
研
究
活
動
と
し
て
の
大
学
連
携

　

下
仁
田
町
は
昔
か
ら
地
質
研
究
の
聖
地
と

も
い
わ
れ
て
お
り
、
１
９
５
０
年
～
１
９
７

０
年
に
か
け
て
多
く
の
専
門
家
が
こ
の
地
を

訪
れ
て
様
々
な
研
究
・
討
論
を
行
な
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
現
在
に
お
い
て
も
そ
れ
は

継
続
的
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
日
本
地
質
１
０
０

選
に
選
ば
れ
た
『
跡
倉
ク
リ
ッ
ペ
』（
山
の

上
と
下
で
岩
石
が
異
な
り
上
の
岩
石
は
別
の

場
所
で
形
成
し
、
地
殻
変
動
に
よ
っ
て
ず
り

動
い
て
き
た
と
い
わ
れ
て
い
る
）
の
す
べ
り

面
で
は
、
毎
年
新
潟
大
学
・
早
稲
田
大
学
の

学
生
が
地
質
調
査
の
研
修
授
業
に
訪
れ
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
２
０
１
５
年
に
は
新
潟
大
学
の

学
生
が
、
下
仁
田
町
内
の
住
民
の
協
力
を
得

て
、
研
究
拠
点
を
か
ま
え
、
約
２
ヶ
月
に
わ

た
る
地
質
調
査
に
訪
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
年

度
末
に
お
こ
な
っ
た
下
仁
田
自
然
学
校
研
究

交
流
集
会
の
中
で
応
援
団
や
地
元
の
人
に
わ

か
り
や
す
く
調
査
成
果
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
大
地
の
ス
ト
ー

リ
ー
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
部
分
が
多
く
、

来
訪
者
に
魅
力
を
伝
え
る
手
段
を
模
索
し
て

い
ま
す
が
、
今
回
の
発
表
を
通
じ
て
よ
り
分

か
り
や
す
い
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
り
出
す
こ
と

が
で
き
そ
う
で
す
。

③
地
域
づ
く
り
と
し
て
の
大
学
連
携

　

２
０
１
４
年
に
は
、
町
の
活
性
化
を
目
的

に
下
仁
田
町
と
高
崎
商
科
大
学
と
が
包
括
的

連
携
協
定
を
結
び
、
町
内
の
観
光
資
源
の
調

査
や
町
内
の
様
々
な
行
事
に
学
生
が
参
加

し
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、

２
０
１
５
年
の
１
月
に
は
学
生
自
ら
が
ま
ち

な
か
の
観
光
資
源
を
み
つ
け
、
学
生
目
線
の

地
域
お
こ
し
に
つ
い
て
提
案
す
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
観
光
の
未
来
を
考
え
るin

下
仁
田
」

を
大
学
が
開
催
し
ま
し
た
。

　

提
案
の
ひ
と
つ
「
下
仁
田
の
玉
手
箱
」
の

例
を
紹
介
し
ま
す
。
来
訪
者
に
下
仁
田
の
魅

力
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
目
的
で
、

下
仁
田
の
飲
食
店
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
試
作

開
発
し
た
「
下
仁
田
の
玉
手
箱
」
は
ネ
ギ
や

こ
ん
に
ゃ
く
、
し
い
た
け
な
ど
下
仁
田
の
特

△�
研
究
交
流
集
会
で
研
究
成
果
を
発
表
す
る

新
潟
大
学
の
学
生

△�

夏
の
子
ど
も
体
験
教
室
の
思
い
出
を
つ
づ
っ
た

寄
せ
書
き
（
下
仁
田
自
然
学
校
連
絡
誌
よ
り
）

△
�

ジ
オ
サ
イ
ト
跡
倉
ク
リ
ッ
ペ
の
す
べ
り
面
に
て

研
修
す
る
早
稲
田
大
学
学
生

△
�

川
の
探
検
で
水
生
昆
虫
を
観
察
す
る
大
学
生
と

子
ど
も
た
ち
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産
物
を
使
っ
て
い
る
、
い
ろ
ど
り
華
や
か
な

お
弁
当
で
す
。
ほ
か
に
も
学
生
な
ら
で
は
の

若
い
発
想
で
様
々
な
提
案
が
な
さ
れ
、
地
元

の
人
た
ち
と
の
活
発
な
意
見
交
換
も
な
さ
れ

ま
し
た
。

地
域
資
源
の
活
用
と

今
後
に
つ
い
て

　

明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
産
業
都
市
と
し

て
発
展
し
て
き
た
下
仁
田
町
は
、
全
国
的
な

一
次
産
業
の
衰
退
と
と
も
に
都
市
部
へ
の
人

口
流
出
が
著
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
危

機
的
状
況
を
打
破
す
る
た
め
に
、
下
仁
田
町

は
世
界
遺
産
と
ジ
オ
パ
ー
ク
の
両
ブ
ラ
ン
ド

を
掲
げ
た
観
光
都
市
に
転
換
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　

下
仁
田
町
に
は
様
々
な
観
光
資
源
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
素
材
研

究
や
資
料
な
ど
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
ど

の
よ
う
に
活
用
し
て
い
い
か
方
向
性
を
模
索

し
て
い
ま
す
。

　
「
な
ぜ
、
下
仁
田
ネ
ギ
は
あ
ん
な
に
美
味

し
い
の
か
？
」「
ど
う
し
て
妙
義
の
石
門
の

よ
う
な
奇
岩
が
生
ま
れ
た
の
か
？
」
そ
う

い
っ
た
一
つ
一
つ
の
疑
問
に
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

な
裏
づ
け
を
つ
け
る
こ
と
で
よ
り
理
解
し
や

す
く
、
ま
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
力
の
増
強
に
も

繋
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

下
仁
田
町
で
は
、
自
然
科
学
に
限
ら
ず
地

域
素
材
の
研
究
が
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

進
め
、様
々
な
分
野
の
大
学
と
連
携
し
つ
つ
、

町
づ
く
り
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
昨
年
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、

高
崎
商
科
大
と
の
連
携
に
よ
っ
て
、
若
い
人

が
町
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
町
内
の
人
た

ち
に
よ
り
い
っ
そ
う
活
気
が
で
て
き
て
い
ま

す
。
若
い
人
が
、「
面
白
そ
う
、
行
っ
て
み
た

い
」
と
思
う
町
を
作
っ
て
い
く
た
め
に
も
、

連
携
協
定
を
結
ん
だ
大
学
生
の
活
躍
に
期
待

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

下
仁
田
町
で
は
市
民
団
体
や
専
門
機
関
、

大
学
と
行
政
と
が
連
携
し
知
恵
を
出
し
合
い

な
が
ら
魅
力
あ
る
観
光
都
市
へ
、
さ
ら
に
観

光
分
野
に
雇
用
が
生
ま
れ
て
く
る
よ
う
な
ま

ち
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

�

　
　

下
仁
田
町　

産
業
観
光
課

△�

観
光
の
未
来
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ムin

下
仁
田
に
て
地
域
お
こ
し
の
提
案
を
す
る

高
崎
商
科
大
学
の
学
生
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随 想

随 想
　

戸
沢
村
は
昭
和
30
年
に
戸
沢
村
・
古
口

村
・
角
川
村
の
三
村
が
合
併
し
て
誕
生
し

た
村
で
、
今
年
で
村
制
施
行
60
周
年
の
節

目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。
合
併
当
時
の
人

口
は
1
万
人
を
超
し
て
い
ま
し
た
が
、
現

在
は
5
千
人
を
割
り
込
む
ま
で
減
少
し
ま

し
た
。
村
の
産
業
は
、
水
稲
を
中
心
と
す

る
農
業
、
そ
し
て
最
上
川
舟
下
り
な
ど
の

観
光
業
で
あ
り
ま
す
。
平
成
26
年
度
の
観

光
入
込
客
数
で
は
、
村
内
8
つ
の
調
査
地

点
で
55
万
7
千
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

県
外
の
人
に
は
、
戸
沢
村
の
地
名
が
わ

か
っ
て
も
ら
え
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
す

が
、
舟
下
り
の
村
と
言
え
ば
ほ
と
ん
ど
の

人
に
わ
か
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
で
す
。

　

さ
て
、山
形
県
の
母
な
る
川
「
最
上
川
」

は
、
福
島
県
と
の
県
境
に
あ
る
吾
妻
山
付

近
を
源
と
し
、
流
路
２
２
９
㎞
で
日
本
海

に
流
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
最
上
川
は
、
日

本
三
大
急
流
の
一
つ
で
、
戸
沢
村
の
古
口

か
ら
草
薙
ま
で
の
一
帯
は
「
最
上
峡
」
と

呼
ば
れ
て
お
り
、
春
の
新
緑
、
秋
の
紅
葉

な
ど
四
季
を
通
じ
て
景
色
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
最
上
峡
の
両
岸
に
は
樹
齢

千
年
を
超
す
天
然
杉
の
「
山
の
内
杉
」
が

う
っ
そ
う
と
群
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
天

然
杉
は
、
タ
コ
足
状
に
幹
が
分
か
れ
て
お

り
、
太
い
も
の
で
は
幹
回
り
が
15
ｍ
程
も

あ
り
ま
す
。

　

国
道
47
号
線
か
ら
入
る
土
湯
沢
林
道
を

車
で
10
分
程
走
ら
せ
る
と
「
幻
想
の
森
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
場
所
に
至
り
ま
す
。
こ

こ
で
は
散
策
路
を
歩
き
な
が
ら
、
う
っ
そ

う
と
群
生
し
た
山
の
内
杉
を
眺
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
最
上
峡
の
自

然
は
、
こ
の
地
域
特
有
の
気
象
条
件
な
ど

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
村
に
と
っ
て
は
、

貴
重
な
観
光
資
源
で
あ
り
、
今
後
の
観
光

振
興
に
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
こ
の
最
上
川
を
利
用
し
た
舟
下

り
が
、
村
の
観
光
の
目
玉
と
な
っ
て
い
ま

す
。
平
成
4
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
の
ド
ラ
マ

「
お
し
ん
」
の
時
は
、
年
間
の
入
込
者
は

30
万
人
を
超
え
て
い
ま
し
た
が
、現
在
は
、

10
万
人
台
で
推
移
し
て
い
る
状
況
に
あ
り

ま
す
。
最
上
川
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
流
れ

に
身
を
ま
か
せ
、
水
面
と
同
じ
高
さ
か
ら

眺
め
る
最
上
峡
の
雄
大
な
景
色
と
共
に
船

頭
の
ユ
ニ
ー
ク
な
ガ
イ
ド
の
説
明
に
よ
る

約
1
時
間
の
船
旅
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
四
季
折
々
に
景
色
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
こ
た
つ
船
で
雪
景
色
の

山
水
画
の
世
界
の
中
を
下
る
の
も
乙
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　

最
上
峡
に
は
多
く
の
歌
人
、
作
家
が
訪

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
代
表
と
し
て
江
戸
時

代
の
元
禄
2
年
、
松
尾
芭
蕉
が
「
お
く
の

ほ
そ
道
」
の
中
で
山
形
県
に
入
り
尾
花
沢

や
山
寺
を
巡
っ
た
後
、
本
合
海
か
ら
舟
に

乗
り
、
こ
の
最
上
峡
を
清
川
ま
で
下
っ
て

お
り
ま
す
。
両
岸
の
山
の
内
杉
や
白
糸
の

滝
を
眺
め
な
が
ら
「
五
月
雨
を　

あ
つ
め

て
早
し　

最
上
川
」
と
い
う
大
変
有
名
な

句
を
詠
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
室
町
時
代

の
作
と
い
わ
れ
る
「
義
経
記
」
の
中
で
、

源
義
経
一
行
が
奥
州
平
泉
ま
で
下
る
途
中

で
詠
ん
だ
歌
に
は
、
こ
の
最
上
峡
の
地
名

が
出
て
き
ま
す
。
白
糸
の
滝
、
た
か
や
り

の
瀬
（
高
屋
）、
た
け
比
べ
の
杉
（
山
の

内
杉
）
な
ど
で
あ
り
ま
す
。
他
に
も
正
岡

子
規
、
幸
田
露
伴
、
田
山
花
袋
、
若
山
牧

水
な
ど
最
上
川
に
関
わ
る
作
品
を
残
し
て

お
り
ま
す
。

　

最
上
峡
に
は
、
可
能
性
の
あ
る
観
光
資

源
が
ま
だ
ま
だ
沢
山
あ
り
ま
す
。
最
上
川

県
立
自
然
公
園
は
、
平
成
26
年
3
月
に
は

未
来
へ
伝
え
る
山
形
の
宝
と
し
て
、
こ
の

最
上
峡
が
県
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
こ

れ
を
契
機
に
、
最
上
峡
の
動
植
物
に
つ
い

て
、
専
門
家
の
方
々
に
調
査
を
依
頼
し
報

告
書
を
策
定
し
て
お
り
ま
す
。
最
上
峡
を

訪
れ
る
人
々
を
案
内
す
る
「
最
上
峡
案
内

人
協
会
」
が
組
織
さ
れ
、
幻
想
の
森
な
ど

の
案
内
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
報

告
書
が
ガ
イ
ド
の
研
修
会
の
資
料
と
し
て

活
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

戸
沢
村
の
地
方
創
生
戦
略
の
大
き
な
目

玉
と
し
て
は
、
最
上
峡
の
観
光
資
源
を
活

用
し
た
観
光
振
興
で
あ
り
ま
す
。
国
内
は

勿
論
の
こ
と
、
ア
ジ
ア
圏
か
ら
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
観
光
者
の
増
加
、
山
形
県
に
あ
る

蔵
王
・
山
寺
・
羽
黒
山
な
ど
他
の
観
光
地

と
組
み
合
わ
せ
た
広
域
的
な
観
光
ル
ー
ト

の
確
立
な
ど
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
を

図
り
な
が
ら
、
観
光
振
興
を
推
し
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

渡わ
た

部な
べ

　
秀ひ

で

勝か
つ

山
形
県
戸と

沢ざ
わ

村
長

最
上
峡
の
自
然
と
文
化
に
よ
る

観
光
振
興
を
め
ざ
し
て

△樹齢千年を超す「山の内杉」

△
�

最
上
川
舟
下
り


